
福
岡
を
中
心
と
し
た
情
報
発

信
に
加
え
、
関
西
、
関
東
へ

も
情
報
発
信
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に

つ
い
て

問
　
て
ん
茶
製
造
工
程
装
置

一
式
が
２
億
円
ほ
ど
掛
か
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
全
額
補
助

か
。

答
　
二
分
の
一
補
助
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
総
工
費
と
し

て
は
、
税
込
み
で
４
億
６
３

７
１
万
２
千
円
で
あ
る
。

小
学
校
仮
設
教
室
に
つ
い
て

問
　
小
野
小
学
校
の
将
来
の

児
童
数
は
、
ど
う
予
測
さ
れ

て
い
る
か
。

答
　
全
校
児
童
数
は
、
総
数

約
１
８
０
人
〜
２
０
０
人
の

間
で
推
計
し
て
い
る
が
、
平

成
31
年
度
は
、
１
ク
ラ
ス
増

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

あ
り
、
年
４
基
を
予
定
し
て

い
る
。
性
能
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
の
貯
水
槽
で
既
製
品

で
あ
る
。

国
分
球
場
の
ブ
ル
ペ
ン
施
設

の
建
設
工
事
に
つ
い
て

問
　
今
回
の
ブ
ル
ペ
ン
工
事

は
、
追
加
に
な
っ
た
の
か
。

答
　
当
初
工
事
に
照
明
工
事

が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
今
回
追
加
計
上
し
た
。

溝
辺
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

問
　
広
さ
が
２
２
４
・
５
㎡

で
あ
る
が
、
単
価
は
い
く
ら

か
。ま
た
、工
事
請
負
費
９
５

０
０
万
円
の
内
訳
は
ど
う

か
。

答
　
㎡
単
価
は
33
万
１
千
円

を
予
定
し
、
建
設
予
定
地
に

記
念
樹
、
記
念
碑
、
遊
具
等

が
あ
る
の
で
、
そ
の
移
設
や

側
溝
設
置
費
用
で
１
４
０
０

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
費
の
関
係
に
つ
い

て問
　
今
回
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
行
う
と
い
う
説
明
だ
が
、

実
際
上
は
、
削
減
で
は
な
い

か
。

答
　
国
か
ら
は
、
生
活
保
護

基
準
の
見
直
し
は
、
３
年
間

に
５
％
を
め
ど
に
減
額
を
行

う
と
示
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
計
算
式
も
複
雑
多
岐
で

あ
り
、
試
算
が
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

観
光
客
誘
客
事
業
に
つ
い
て

問
　
観
光
情
報
の
周
知
は
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
ど
の

地
域
を
考
え
て
い
る
か
。

答
　
ま
ず
は
、
域
内
観
光
と

い
う
こ
と
で
鹿
児
島
、宮
崎
、

は
、
特
定
財
源
と
し
て
、
各

事
業
に
係
る
国
県
支
出
金
や

市
債
等
を
、
一
般
財
源
と
し

て
、
平
成
29
年
度
の
決
算
剰

余
見
込
み
額
の
一
部
を
計
上

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

歳
入
歳
出
減
額
補
正
に
つ
い

て問
　
歳
入
で
今
回
大
き
く
減

額
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
な

に
か
。

答
　
向
花
小
学
校
及
び
日
当

山
中
学
校
の
大
規
模
改
造
事

業
に
係
る
減
額
補
正
で
あ

り
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市

債
４
億
７
７
５
０
万
円
の
減

額
で
あ
る
。

消
防
貯
水
槽
の
設
置
に
つ
い

て問
　
貯
水
槽
の
設
置
計
画
や

そ
の
性
能
は
ど
う
か
。

答
　
10
年
間
の
整
備
計
画
で

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
、
国
・
県
等
と
協

議
を
進
め
て
い
た
事
業
の
補

助
採
択
の
見
込
み
が
立
っ
た

こ
と
な
ど
に
伴
う
事
業
費
を

計
上
し
た
。
ま
た
、
平
成
30

年
度
当
初
予
算
に
計
上
済
み

の
、
向
花
小
学
校
及
び
日
当

山
中
学
校
の
大
規
模
改
造
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
の
国
の
補
正
予
算
に
伴

い
、
平
成
29
年
度
霧
島
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
で
前
倒
し
て
計
上
し
た

た
め
、
今
回
事
業
費
に
関
連

す
る
歳
入
歳
出
予
算
を
減
額

し
た
。
結
果
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
４
８
８
万
３
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
７
億
５
５

１
１
万
７
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、
債
務
負
担
行
為
、
地

方
債
の
補
正
を
行
お
う
と
す

る
も
の
。
歳
入
に
つ
い
て

※減額の分は掲載していません。

委員会レポート
各常任委員会に付託
された案件について、
審査した内容と結果
を掲載しています。

議
案
第
64
号
に
つ
い
て

　
弁
護
士
の
採
用
を
念
頭
に

お
い
た
高
度
な
専
門
的
知

識
、
経
験
を
有
す
る
者
等
を

任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行

政
需
要
が
複
雑
・
多
様
化
す

る
な
か
で
、
訴
訟
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
法
以
外
の
法
的

対
応
案
件
が
増
大
し
て
お

り
、
弁
護
士
を
採
用
す
る
自

治
体
が
多
く
な
っ
た
。
本
市

で
も
関
係
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
５
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
、
一
定
期
間
採
用
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
。
弁
護

士
の
採
用
で
、
他
の
職
員
の

法
務
能
力
や
、
よ
り
一
層
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

と
の
説
明
。

問
　
現
在
の
顧
問
弁
護
士
の

相
談
実
績
は
ど
う
か
。

答
　
市
の
顧
問
弁
護
士
へ
の

相
談
件
数
は
、
総
務
課
を
通

じ
た
弁
護
士
事
務
所
で
の
直

接
相
談
と
電
話
相
談
を
合
わ

せ
る
と
、
平
成
29
年
度
が
29

件
、
平
成
28
年
度
が
23
件
で

あ
る
。
そ
の
後
、
各
課
が
複

数
回
相
談
し
て
い
る
の
で
、

実
際
は
、
２
倍
、
３
倍
に
な

る
と
思
う
。

問
　
年
間
の
顧
問
弁
護
士
へ

の
支
出
は
い
く
ら
か
。

答
　
年
間
１
２
３
万
４
０
０

０
円
程
度
で
あ
る
。

問
　
弁
護
士
を
採
用
す
る
場

合
、
年
間
の
給
与
は
、
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
新
し
く
任
期
付
で
採
用

す
る
弁
護
士
の
給
料
は
、
日

本
弁
護
士
会
や
県
内
の
自
治

体
を
参
考
に
、
採
用
者
の
年

齢
、
経
験
年
数
等
を
考
慮
し

て
決
定
し
た
い
。
自
治
体
で

採
用
し
て
い
る
弁
護
士
の
平

均
給
与
額
は
、
年
間
８
０
０

万
円
前
後
と
聞
い
て
い
る
の

で
、同
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問
　
今
後
、
任
期
付
職
員
の

弁
護
士
を
採
用
し
た
場
合
、

顧
問
弁
護
士
は
必
要
で
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
顧
問
弁
護
士
は
今
後
も

お
願
い
す
る
。
日
常
的
な
法

律
相
談
等
は
、
任
期
付
職
員

の
弁
護
士
が
担
当
し
、
案
件

に
応
じ
て
顧
問
弁
護
士
に
つ

な
ぐ
こ
と
に
な
る
。
顧
問
弁

護
士
に
つ
な
ぐ
際
に
も
、
法

的
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね

た
上
で
、
論
点
を
整
理
し
、

的
確
な
相
談
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
任
期
を
定
め
て
採
用
す

る
こ
と
に
な
る
。
５
年
と
い

う
の
は
条
文
に
な
い
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
５
年
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
根
本
と
な
る
法
律
に
明

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
条
例

に
は
な
い
。

議
案
第
65
号
に
つ
い
て

　
消
防
団
隼
人
方
面
隊
日
当

山
第
二
分
団
松
永
部
と
牧
園

方
面
隊
中
央
分
団
中
央
部
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
を

更
新
す
る
た
め
、
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
、
３
５
６
４
万

円
で
購
入
し
よ
う
と
す
る
も

の
と
の
説
明
。

問
　
更
新
時
期
に
決
ま
り
は

あ
る
の
か
。

答
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
23
年
目
で
更
新

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
今
回
更
新
す
る
車
両
の

走
行
距
離
は
い
く
ら
か
。

答
　
走
行
距
離
は
、
１
万
４

０
０
０
㎞
と
６
０
１
２
㎞

で
、
各
方
面
隊
の
地
域
の
広

さ
な
ど
で
違
い
が
出
て
い

る
。

問
　
予
算
要
求
見
積
も
り
の

段
階
で
１
社
し
か
取
っ
て
い

な
い
の
で
、
落
札
を
独
占
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
改

◉審査した議案を掲載しています。

◎松元　深　　　○宮内　博　　　山田　龍治　　久保　史睦　　川窪　幸治　　

　阿多　己清　　　前島　広紀　　新橋　実　　　下深迫孝二総務環境常任委員会 ◎委員長　 ○副委員長

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
５
５
７
億
５
５
１
１
万
７
千
円

第
１
号

５
４
８
８
万
３
千
円
を
減
額

議案第64号

議案第65号

議案第66号

霧島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の制定について
財産の取得について（消防ポンプ自動車　２台）

財産の取得について（消防団員活動服　1,137着）

…………………　全会一致で可決

……………　全会一致で可決

……………　全会一致で可決

善
の
余
地
は
な
い
の
か
。

答
　
来
年
度
以
降
は
、
複
数

の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
徴

収
し
た
上
で
、
予
算
要
求
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
案
第
66
号
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
用
活
動
服
を
更

新
す
る
た
め
、
活
動
服
１
１

３
７
着
を
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
、
２
０
９
９
万
８
１
１

６
円
で
購
入
し
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

問
　
入
札
で
６
社
を
予
定

し
、
実
際
２
社
し
か
参
加
し

て
い
な
い
が
、
辞
退
さ
れ
た

理
由
は
何
か
。

答
　
仕
様
書
の
中
に
生
地
の

伸
び
率
を
９
％
以
上
と
し
、

素
材
と
素
材
メ
ー
カ
ー
の
試

験
結
果
の
提
出
を
求
め
て
い

た
が
、
成
績
表
の
提
出
が
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
活
動
服
１
着
当
た
り
の

金
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
税
込
み
１
万
８
４
６
８

円
で
あ
る
。

問
　
落
札
率
は
い
く
ら
か
。

答
　
87
・
４
％
で
あ
る
。

今回の一般会計補正予算の主な事業

○児童福祉関係施設整備事業 9,514万円
溝辺小学校の放課後児童クラブの移転、新設費用

○横川健康温泉センター管理運営事業 750万円
ボイラー本体取替工事

○保育所等整備事業 1億5,256万円
下井保育園の増改築に伴う補助

○生活保護適正実施推進事業 300万円
基幹事務システムの改修

○産地パワーアップ事業 2億2,503万円
てん茶製造工程装置一式などへの補助

○観光客誘客事業 1,200万円
メディア広告及びプロモーション経費

○市内各種観光施設維持管理総務事業 7,513万円
日当山西郷どん村駐車場用地購入ほか

○公園改修事業 3,367万円
城山公園トイレ整備、丸岡公園駐車場整備ほか

○小学校仮設教室建設管理事業 4,500万円
小野小学校仮設教室設置に係る費用

○街路整備事業 900万円
隼人駅東西自由通路予備設計ほか

○まち交街路整備事業 1,540万円
国分川跡地区の水路暗渠化

１万円未満切り捨て
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